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第1章 総
第 1節 緒 論
食餌中ノ重要要素ノ不足或ハ欠乏ハ栄養障碍ヲ惹起シ，種々ノ重篤ナル疾患ノ原因トナルガ，
古来原因不明ナリシ栄養障碍性疾患ノ多クガ各種ピグミン欠乏=因ル事近時明カトナ人 ピグ
ミン A(以下 V.Aト略記ス)欠乏モ亦栄養失調，夜盲症或ハ眼球乾燥症等ヲ来ス事ハ既ニ諸
学者ニヨリ臨床的ニ或ハ実験的ニ証明セラレグル所ナリ。而シテ其際叉皮膚ニ病変ヲ来ス事ハ 
Frazier u Hu，Loewenthal，Nicholls，Mackay，Pillat，ノ諸氏ヲ初メ多数先人ノ報告アリ
テ， V.A欠乏ニ因リ皮膚機能ニ異常ヲ来スハ想像ェ難カラズ、。叉 Seydenhein氏ハビタミン 
欠之ハ一般ニ外的障害ニ対シ刺激関低下スト記述セル所ヲ組起セメ， V.A欠乏→体内新陳代
謝障害→皮膚機能異常→皮膚感受性ノ変化ナル一環ノ関係アルハ想像セラルル所ナリ。従来皮
膚感受性ニ関スル研究ハ 1911年 Luithlen氏初メテ第 13回独逸皮膚科学会ニ於テ，塩化カル
シウム或ハ新鮮疏茶ヲ与ヘシ家兎ノ皮膚感受性ハ減退スレドモ，酸中毒ノ際或ハ酸性食餌ヲ以
テ飼養セルモノニ於テハ皮膚感受性充進スルア報告シ， Rlauder， ]. V.，u Brown，H.氏等
長第1編ヨリ第3編ニ豆ノL本論文ノ要旨ハ第42回及ピ第43回日本皮膚科学会総会ニテ発表セリ。
向本研究ノ¥文部省科学研究費ノ;補助ニ負フ所大ナリ，冒頭ニ記シテ感謝ノ意ヲ表ス。
長号本論文は昭和 19年投稿され，一旦千葉医学会雑誌に受理されたが，終戦前後の諸般の事情のた
め，今日まで掲載が遅れたものである。著者の希望により，特に原形のままこ Lに採録する。
第 2，第3篇も同断。
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ヲ始メ 2，3ノ学者ハ LuithIen氏ノ業績ヲ追試シ，之ヲ確認スル=到レリ。爾来此方面ノ研
究少ナカラズO 本邦ニ在リテモ，土肥及ピ根岸両氏，林氏，遠山及ピ林両民，斎藤民，土屋氏，
尼ケ崎氏，松延氏或ハ江原氏等ノ詳細ナル研究アリテ，'諸種皮膚疾患ト新陳代謝即チ栄養トノ
. 問エ密接ナル関係ガ存在シ，更ニ食餌ガ皮膚感受性ニ大ナル影響アルハ一般ニ承認セラルル
所ナリ。而シテ我皮膚科領域三於テ V.Aト皮膚感受性ニ関スル実験的研究ヲナセル林氏ハ 
V.A添加食餌ヲ以テ飼育セル家兎ニ於テ， V. Aハ皮膚感受性ニ淡交渉ナルヲ報告シ， 尼ケ
崎氏ハ過剰 V.Aア与ヘタル家兎ハ皮膚感受性反ツテ減退セリト報告セリ。余ハ佐藤教授ノ命
ニヨリ， V. A欠乏ト皮膚機能殊ニ感受性ノ関係ア調査シ，両者間ニ一定ノ関係アルヲ認メタ
ルヲ以テ此処ニ其成績ノ概要ヲ報告セントスo余ハ飼育法ノ可否，動物体重ノ選択，或ハ V.A
欠乏症状発生ノ如何等ア観察スル為メ動物 100匹ヲ用ヒテ予備誌験ヲ行ヒグルガ斯カル実験ニ
就テハ，既ェ教室員竹内博士ノ詳細ナル報告アルヲ以テ，之ニ関スル記述ハ本論文ヨリ省略;セ
リ。
第 2節実験法総論
第 1項実験動物及実験方法
余ハ 40g前後ノラツテヲ使用シ， V.A欠乏食餌 
給与後体重増加期ヲ V.A欠乏潜伏期，体重増加停
止或ノ、減少期ヲ不完全 V.A欠乏期，眼症状出現期
ヲパ完全 V.A欠乏期ノ 3期トナシ，是等各期ニ於
テ，機械的刺戟，化学的刺戟試験，水分吸収及色素 
民収試験，ツベルクリン反応，ヒスタミン反応，温
熱及寒冷刺戟試験，紫外線及レ線照射試験等ヲ行ヒ 
V.A欠乏ラツテ皮膚ノ機能並ニ之等刺戟ニ対スノ1-
感受性ノ愛化ヲ検セリ。 
第 2項実験飼糧及飼育法 
特製ノ純酵母ヲ使用ス。 
(4)植物油従来オレーフ泊ヲ使用スル者多キそ，
Coward，u. Euler，Randoir氏等ハ落花生油ヲ以
テ好結果ヲ収メタリ。由ツテオレーフ油入手困難ナ
;1-折柄余モ落花生油ヲ用フル事トシ，使用前 2時間
ヅツ 3回アウトグラープニテ加圧加熱セリ。
(5) Mc Collum u Daris氏趨(185号〉。共処方次
ノ如シ。
Nacl 0.173 g Na2HPu4H.P 0.347 g 
K2HPu品 O.954g CaHぷPUρ2H2U 0.540 g 
Fecitrate0.118 g Ca lactute 1.37 g---1.39 g 
MgSU4 anhyd. 0.266 g 
時局下飼料ノ来集或ノ¥其精製困難ナリシガ，竹内.(6) V. A欠之飼糧(理化学研究JFr1法〉
隠士ノ助力ニヨリ，次項ノ如キ材料ヲ用ヒタリ。 以とノ知キ精製飼料ヲ理化学研究所ノ;処方ニ従ヒ
(1)澱粉曇ニ竹内氏ノ、馬鈴薯澱おヲ用ヒータノL時ノ¥ 魚肉蛋白 15g，i般粉 65g，Mc Collum塩 5g，酵母
成績稲不良ナリシ事ヲ報告セノレヲ以テ，同氏ニ従ヒ 
Osborne，Drummond氏等ノ如タ米}殴粉ヲ用ヒタ
リ。余ハ竹内氏ガ行ヘルガ如ク，米澱粉ヲ数倍量ノ
局法酒精ニテ冷却器ヲ附シ， 3時間加熱浸出シ， 之
ヲ軽ク圧搾穂別シ，更ニ 2回同様熱酒精ヲ以テ浸出
シ，後乾燥粉末トナシ，之ヲ更ニ熱エーテルヲ以テ 
1時間ヅ0/3回浸出穂別シ乾燥粉末トセリパ木澱粉
精製ハ本学薬学専門部関根教授ノ御好意ノ下ニ同音!)
吉野助手ノ多大ナル援助ニ依リ成就スルヲ得タリ。
記シテ謝意ヲ表ス。〉 
(2)魚肉蛋白，理化学研究所鈴木梅太郎博士研究室
♂ノ好意ニヨリ分与セラレタノLモノニシテ，共精製法
ノ、略々 澱粉ト同ジ。
(3)酵母 エ{テルニテ浸出セルオリエンタノL会社、 
5gヲ良ク混合シ，之ニ略同容量ノ水並こち 5ccノ落 
花生油ヲ添加加熱撹持シ糊化れ冷却]セル後充分ニ
之ヲ給与セリ。向飼糧子毎日更新シ，水ハ水道水ヲ
特定ノ葺ヨリ自由ニ飲マシメタリ。
ラツテ飼養ニ際シテハ，飼育箱ハ底ニ金網ラ敷キ
糞尿ハ之ヲ通シテ共下部ニ在ノレ紙上ニ落下スノレガ如
グシ，其紙ヲ毎日更新シ，敷網ノ¥原則的ニ 1週1回
交換清掃煮沸消毒ヲナシ，飼育箱ハ 2週二 1回交換
シ敷網同様煮沸消毒ヲナシ，ラ Yテノ衛生保持ニ留
意セリ。
第 3節動物実験
体重 40g前後ノモノ約 1000匹ヲ選ミテ実験ニ供
シ，詳細ナノレ観察ヲ行ヒ， V. A欠乏潜伏期 195匹， 
V. A不完全欠乏期 195匹，完全 V. A欠乏期 189 
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匹ニ対照 186匹ト共ニ種々ナル実験ヲ施行セリ。而 以テ其消失ヲ来セリ。 V.A欠乏潜伏期ニ於テハ其
シテ各実験施行ノ時期ニ就テハ 消失ニ 85分前後ヲ要シ其平均時ノ"88.33分ナ人不 
(1)V. A 欠乏潜伏期体重1O ~15 g増加セル時 完全 V.A欠乏期ニ於テハ其平均時 84.17分ニシ
期 テ，完全 V.A欠乏期ニ至。ルヤ丘疹ノ吸収ニ 75分
(2) V. A 不完全欠乏期体重 5~10g 減少セル 前後ヲ要スルモノ多グ，其平均時ノ"77.5分ナリ。 e 
時期 本実験概要ヲ表示セノミ第 1表ノ如シ。 
(3) V. A完全欠乏期限症状発現後 3---5日
ヲ以テ試験実施ノ目標トナセリ。 第 1表 V. A欠乏時二於ケノL丘疹吸収時間
第 2章 V.A欠乏時エ於ケル丘疹吸収試験 分 類 
I~ /I，Ç.，~I 体重平均|吸収時間
1動物数l 均!平 ω 
戸 hdpodunu 42.6 87' 
54.17 88.33' 
ccヲ皮内ニ注射シテ生ズル丘疹芳、全グ消失スノL迄 不完全 V.A欠乏期 49.67 84.17' 
ニ要スル時間ヲ Quaddel-Resorptionszeit(Q. R・ 完全 V.A欠乏期 42.83 77.5' 
Z) ト呼ピ， 浮腫叉ハ浮腫傾向アル患者ニ於テハ健
康人ニ比シ著シク短縮スル事実ヲ認メタ九爾来多 第 3項実験小括
数ノ学者之ヲ研究シ，丘疹ヲ作ノL材料ニモ種々ナノレ V. A欠乏潜伏期ニ於テハ対照ニ比シ，著愛ヲ認
モノガ使用サレ親近 Q. R.Zノ測定ハ生体内水分 メザルモ，不完全 V.A欠乏期ニ於テハ多少其短縮
代謝障碍ヲ伴フ各種疾患、ニ広グ応用セラレ，其予後 ヲ見，完全 V.A欠乏期ニ至ルヤ其著明ナルヲ認メ
判定上ニモ重要ナル価値アルヲ認、メラルノLニ到レ タリ。即チ V.A欠乏度ニ比例シ吸収時間ノ短縮ヲ
リ。而シテ皮膚科領域ニ於テモ Urbach及 Bauer， 来シ， V. A欠乏ニヨリ，少グトモ皮膚機能即チ其 
Joki氏等ヲ始メ種々ナル皮膚疾患、二本法ヲ行ヒ実 水分代謝ニ異常ヲ来セルヲ想像セシム。 Q. R.Zノ
験セルモノ少ナカラズ。第 1章緒論ニ述ペタルガ如 ~，化ニ関シテハ，従来種々ナノL解説ガ存在シ，今日
グ V.A欠乏ハ一種ノ栄養失調症ニシテ，屡々皮膚 猶明瞭ナラズ。余ガ今回実験セル V.A欠乏ラツテ
病愛ヲモ伴ブ事有ルハ周知ノ事実ナリ。従Yテ其際 ニ於テ，其短縮セル機転ノ解説モ亦不明ニシテ， 或.
皮膚機能モ何等カノ;影響ヲ蒙ルペキハ推察ニ難カラ ハ皮膚ノ退行Z羽生ニ基グ構造的愛化ガ重要ナノL因子
ズ。由ツテ余ノ"V.A欠乏ラヅテニ於テハ Q.R.Z ニ非ズヤト思考スルモ，要スルニ今後ノ研究ニ侯ヅ
ノ¥相当ナル影響有リト推量シ本法ヲ行ヒ，其状態ヲ ノ他無キナ、リ。
観察セリ。 第 3章 V.A欠乏時=ユ於ケル皮内:
第 2節実 験 注射セル色嚢消失試験
第 1項実験方法 第 1節緒 日 
V.A欠乏ラツテノ，欠乏潜伏期p 不完全欠乏期， V.A欠乏症ニ於テハ， V.C欠乏症ノ際ニ用フ
完全欠乏期ノ 3期ニ対照群ト共ニ丘疹殴収試験ヲ行 ノv2.6チ、グロー ノLフェノ{ノ'v，インドフェノーノLノ
へリ。実験ニ際シテハ，共前日ラ Yテ腹部皮膚ノ一 如キ適当ナノL色素ハ見当ラズ，従ツテ其選摂ニ困却
部ヲ抜毛シ置キ，当日 1/4mm大ノ注射針ヲ用じ シ，余ノ、種々ナノL色素ヲ用ヒ予備試験ヲ行へノL結
腹部皮内ニ生理的食塩水 0.1ccヲ注射シテ丘疹ヲイ乍 果，メチレンプラウ(メルグ〕ヲ除キテハ，消槌時
レリ。而シテ丘疹ノ吸収ノ終末時間ノ測定ハ，其境 問甚ダ長グ，斯カル実験ニ利用スル価値ナキヲ知レ
界漸次不鮮明トナリ，遂ニ消失スルヲ以テ其判定甚 リ。
ダ不明瞭ナルモ，余ハ丘疹ノ硬度並ニ表面ノ高サガ 生体ハ紅織呼吸ヲ営ムニ当り酸化及還元作用ガ行
触診ニヨリ，周囲皮膚ノ夫レト同一程度トナレル時 ハレ，メチ:レ yプラウハ其還元力測定ノ指示薬トナ
ヲ以テ駿収完了ノ時期ト定メ，注射直後ヨリ其時ニ リ得ルモノナリ。メチレシプラウハ還元作用ヲ受ケ
至lv時間ヲ Q.R. Z ト定メタ九 ロイコメチレユノプラウナノレ無色ノ物質トナルモ，
第 2項実験成績 再ピ酸化セラルル時ノ、濃青色ヲ呈ス。 1933年 w.
生理的食塩水注射後丘疹ハ碗豆大トナルモ，其大 Petersen u. B. Appelmann両氏ニヨリメチレ
サヲ増サズ，境界漸次不明瞭トナリ，高サモ之ニ伴 シプラウノ皮内注射ニヨリ，生体皮内ノ比較的酸化
ヒテ次第ニ減少シ，対照ニ於テハ遂ニ 85分内外ヲ 還元電位ノ測定ノ可能ナルヲ提唱セラレ，其脱色速
第 1節緒 言 
対 照
Mc Clure及 Aldrich両氏ノ¥生理的食塩水 0.2 V. A欠乏潜伏期 
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事ヲ述ペ，組織ノ].，l].，l度ノ¥気象ノ影響ニ支酎セラ 第 2表 V.A欠乏時ニ於ケル
pH，有機的，無機的蝕媒体，含水茨素，ピタミ/， メチレ yプラウノ消槌時間
共他呼吸作用ニ影響ヲ及J可キ諸因子ニ関係スルヲ
分類
説ケル。其後本反応ヲ追試シ，実験的研究ヲナセノL
者少ナカラズ。 対 照 
欠乏潜伏期V. Aヤ皮膚組織ノ退行性愛化ヲ].，l欠乏ニ陥V.A扱テ 
不完全 V.A欠乏期
来シ，'皮膚呼吸即チ酸化還元力モ少ナカラザル影響
完全 V.A欠乏期
ヲ受グノレハ想像セラルノL所ナリ。ヨヅテ余ハ V.A
欠乏ラヅテニ木実験ヲ施行シ其消槌速度ヲ観察セ
氏 UFOPOPO 
54.67 
48.67 
46.17 
19.83' 
20.33' 
24' 
37.17' 
第 3項実験小括
り。 第 2表ニモ明ナノL如グ，メチレンプラウノ消色時
第 2節実 !験 間ハ V.A欠乏度ニ比例シ延長ス。前余ガ実験ニ於
第 1項実験方法 テモ Petersen及 Appelmann両氏或ノ、共他諸氏 
V.A欠乏潜伏期，不完全 V.A欠乏期，、完全 V. ノ実験ニ於ケノLガ如ク，個体ニヨルメチレユノプラウ 
A欠乏期及対照ノ諸群ニ対シ，先ヅ試験前日ラツテ 消失時間ノ差異相当著シキヲ認、メタリ。既述セルガ
ノ腹部ヲー官l抜毛シ置キ，当日ツベルグリン注射器 如グ皮内ニ注射セラレタルメチレ Yプラウハ還元セ
ヲ以テ 5万倍メチレシプラウ 0.05 ccヲ皮内ニ注射 ラレ無色ノ物質トナル。此機転ニ関シテハ Warbu・
シ，其色調消失時間ヲ測定セリ o rg，Wieland，Hopkins氏等ヲ始メ種々臆説セラ
第 2項実験成績 ルル所アリテ，之ニ関与スル生体ニ於ケノL要約ハ循
メチレシプラウヲ皮内ニ注射・スル時ハ，和、濃厚ナ 環機能，事跡哉ノ水素イオン濃度，蝕媒体，含水炭素 
l青藍色ノ点ヲ中心トスル淡青色ノ丘疹ヲ生ジ間モ].， 等ナルガ如シ。扱テ余ガ V.A欠乏ラツテニ於テハ
ナク中心小点ヲ残シ或ノ¥一様ニ色調ハ減弱シ，全ク V. A 欠乏ト共ニ新陳代謝λ、~動シ引イテハ循環機
弁色シ得ずlニ到ノレ。而シテ対照群ニ於テハ，色調].， 能障害， 皮膚 pHノ移動等刃惹起セラル可グ， 叉
ノ消失ニ最少 15分，最大 29分ヲ要シ平均 19.83分 一方 B. Euler，H. Euler，Hell tr・om氏等方、 V.A
ニシテ正常ラツテハ個体差著明ナルヲ知ル。 V.A ヲ一種ノ酸化還元触媒体ナリト記述セル所ニヨレパ
欠乏群ニ於テモ，個体ニヨリ其色調ノ消失ニ可成リ 当然 V.A欠乏ラヅテノ酸化還元力ハ安動シ，従ツ
動揺アリ， 欠乏潜伏期ニ於テハ最短 16分，最長 32 テメチレンプラウ消色ニモ影響有ルハ推理セテルノレ
分ニシテ共平均ハ 20.33分ヲ要シ，対照ニ比シ著明 モ，退行愛性ニヨル皮膚構造ノ菱化モ亦大ナル役割
ナノL差異ヲ認メズ，不完全欠乏期ニ於テハ稿長期ヲ ヲ演ズ可グ共他種々ナル生体内現象芳、関与シ，メチ
要シ， 最短20分， 最長ノ、 28分ニシテ平均24分ナ レンプラウ消失時間ヲ延長スルモノナノL可シ。要ス
リ。完全欠乏期ニ到l 延長ヲ来シ，最短Lヤ著明ナノ].， l 欠乏ラツテノメチレユノV.Aニ，余ガ実験ニ於テ].，
ハ 31分，最長.r..42分ニシテ平均37.17分ヲ示ス(第 プラウ消失時間ノ延長ノ¥皮膚還元力ノ不活溌ナノLヲ 
2表参照〉 証スルモノナ九
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